
ページ

行目

ページ

行目

ページ ページ ページ

行目 行目 行目

～ ～ ～ ～
ページ ページ ページ

行目 行目 行目

タ
イ
ト
ル

183 181

はじめ

180
16 12 1

ハ
エ
の
不
妊
化
の
例

範
囲

1 14 2

タ
イ
ト
ル

② ① ②

物
事
の
是
非
や
善
悪
な
ど
に
つ
い
て

、
は

っ
き
り
さ
せ
る

。

① 節

184 181 180

範
囲

～
181

～

181
ページ

11
行目

白
黒
つ
け
る

科
学
の
限
界

181
ページ

10
行目

判
断
を
く
だ
す

物
事
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善
悪
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に
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い
て

、
自
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考
え
を
定
め
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マ
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と
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あ
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花
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例
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行目
必
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必
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…

と
い
う
わ
け
で
は
な
い

、
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と
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限
ら
な
い
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こ
と

。

ページ

虫
害
を
防
ぐ
の
は
正
し
い
と
カ
ー

ソ
ン
が
評
価
し
て
い
る

人
工
的
な
化
学
薬
品
で
虫
害
を
防
ぐ
の
は
間
違

っ
て
い
る
が

、
生
物
学
的
に

「
こ
れ

」
（
１
７
９
頁
５
行
目

）
と
は

、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
さ
す
か

。

こ
と

。
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ど
く
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す
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ど
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も
な
ら
な
い
こ
と
を
悔
や
む

。

攻
撃
や
攻
撃
の
方
向
が
…

に
向
け
ら
れ
る

。

追
突
さ
れ
た
車
が
前
方
に
押
し
出
さ
れ

、
前
の
車
も
次
々
と
更
に
前
の
車
に
追
突
す
る
こ

と

。
あ
る
現
象
が
起
こ
る
こ
と
で

、
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
が
連
鎖
的
に
起
こ
る
こ
と

。

す
さ
ま
じ
い
威
力

、
猛
烈
な
勢
い
で
力
が
及
ぶ

。
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問
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演
習
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む
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…

に
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れ
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語
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な
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ま
だ
よ
い
も
の
の

。

こ
れ
に

、
現
代
の
読
者

、
特
に
生
態
系
に
関
心
を
持

っ
て
い
る
読
者
た
ち
は

、
と
て
も

模
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習
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問
二

違
和
感
を
感
じ

、
批
判
も
し
て
い
ま
す

。

（
１
７
９
頁
５
行
目

）

問
一

「
た
だ

、
あ
れ
を
今
読
む
と

、
生
態
系
に
関
し
て

、
実
は
違
和
感
を
感
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す

」
（
１

７
８
頁
４
行
目

）
と
同
じ
内
容
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
一
文
を
抜
き
出
せ

。



練
習

問
三

「
悪
い

」
と
も
言
え

、
限
定
的
な
意
味
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め

。

生
態
系
を
保
存
す
べ
き
だ
と
い
う
考
え
方
や
ウ
リ
ミ
バ
エ
の
立
場
か
ら
す
れ
ば

な
ぜ

「
『
よ
い

』
」
に
括
弧
が
つ
い
て
い
る
の
か

。
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複
数
あ
る
シ
ナ
リ
オ
の
う
ち
悲
観
的
な
も
の
が
実
現
し
て
し
ま

っ
た
ら

、
我
々
に

、

「
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識

」
と
は

、
何
を
指
す
か

。

将
来
の
世
代
に
対
す
る
道
義
的

、
倫
理
的
な
責
任
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生
じ
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と
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え
る
こ
と
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８
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例
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河
口
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類
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減

っ
た

」
と
い
う
よ
う
な
具
体
例
は

、
ど
の
よ
う
な
問
題
の
例

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
か

。

問
題

。

全
体
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確
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を
考
え
た
時
に

、
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だ
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は
結
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な
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問
題
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こ
と
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と
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だ
け
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結
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を
出
せ
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問
題

。
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い
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と
い
う

「
人
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が
ア
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タ
ー
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役
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の
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に
な
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と
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う
い
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こ
と
か
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と
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と
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と
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っ
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可
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あ
り
う
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と
い
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考
え
方
は
成
り
立
た
な
い
か
ら

。

自
然
科
学
は

、
原
因
と
結
果
の
連
鎖
と
い
う
か
た
ち
で
し
か
記
述
で
き
ず

、
シ
ナ
リ
オ

「
シ
ナ
リ
オ
と
い
う
言
葉
は

、
本
来
は
自
然
科
学
の
世
界
に
は
絶
対
あ
り
え
な
い

」
（
1
8
4
ペ
ー

ジ
７

行
目

）
と
述
べ
る
理
由
を
説
明
せ
よ
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模
範

練
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問
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社
会
の
成
員
で
あ
る
人
間
の
価
値
観
も
か
か
わ

っ
て
く
る
と
い
う
点
で
異
な

っ
て
い
る

。

「
自
然
科
学
の

『
合
理
性

』
」
は

、
原
因
と
結
果
の
間
の
合
理
性
を
重
視
す
る
が

、

「
『
社
会
的
合
理
性

』
」
は

、

「
自
然
科
学
の

『
合
理
性

』
」
と

「
『
社
会
的
合
理
性

』
」
は

、
ど
の
よ
う
に
異
な
る
か

。
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な
ら
な
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よ
う
に
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め
た
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全
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で
考
え
て
い
く
べ
き
だ

、
と
考
え
て
い
る

。

科
学
が
直
接
判
断
を
く
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
が

、
将
来
的
な
可
能
性
の
中
で

、
最
も
悲
観
的
な
シ
ナ
リ
オ
に

筆
者
は

、
環
境
問
題
に
対
し
て

、
科
学
は
ど
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
持
つ
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
か

。
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